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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、世界各地の優れたコンバージョン事例の実地調査を通じて、コンバージョン建築

に関する世界トップレベルのデータベースを構築し、デザイン手法の考察を通じて、コンバー

ジョン建築に関する建築意匠的研究を発展させることを目的とする。本研究は 4ヵ年計画であ

り、各年度共、海外事例調査を通じて、コンバージョンの実態の確認、関係者へのヒアリング、

記録写真撮影、資料収集を行い、調査後、各地におけるコンバージョンの特徴の考察を行った。

現地調査した全事例は、約 400事例になる。多くのコンバージョン事例を開拓し、充実した研

究成果発表を行うことができた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study aims to make database of architectural conversions by design survey abroad 

and to analyze their deign methods. The survey has been done during four years. In each 

year, field surveys and interviews with users were done to understand details of 

conversion. After investigation abroad, analyses of design methods in typical cases and 

consideration on the characteristics of conversion in various cities were made. During 

the study period of four years, totally approximate 400 works were surveyed and many 

unknown converted works could be found, producing fruitful research results. 
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１．研究開始当初の背景 

応募者は2003 年以降、世界各地の秀逸なコ
ンバージョン事例に関する実地調査研究を継
続し、これまで知られていなかった多量の事
例を発掘した。その成果を2008 年3 月に「世
界のコンバージョン建築」（小林克弘、三田
村哲哉、他2 名共編著、鹿島出版会）にまと
めた。同書はイタリア、アメリカ、フランス、
フィンランドの全般と、ドイツ及びオースト
ラリアの一部における、1990 年代以降の多様
なコンバージョン建築93 事例に関する実地
調査の成果で、近年の研究書の中では世界的
にも、最も充実した研究の一つである。しか
し同書の研究対象は、先述の国々に限定され
ているため、近年の状況を完全には網羅でき
ていない。一方、この調査研究の過程で、こ
れらの国以外の様々な都市でも、数多くのコ
ンバージョン建築が存在することを確認して
おり、本研究を継続する必要性を強く認識す
るにいたった。 

 

２．研究の目的 

本応募研究では、可能な限り調査対象を拡
大しつつ、現時点でのコンバージョン建築に
関する世界トップレベルのデータベースを構
築し、それらのデザイン手法に関する考察に
基づいて、コンバージョン建築に関する学術
的調査研究を飛躍的に進歩させることを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は 4ヵ年計画であり、建築コンバー

ジョンで特色ある成果をあげている海外諸
国の事例収集および実地調査を、以下の研究
手順を踏んで行った 
 
(1)事例の発見・発掘（4月～6月）  事例
は著名な建築作品とは限らないため、徹底し
た事前調査が必要となる。まず、各国で出版
されている建築雑誌の内、コンバージョン事
例を取り上げている記事について、1990 年以
降に出版されたものを徹底的に調べ、事例の
抽出を行う。合わせて、単行本やインターネ
ットなどからの情報を収集し、漏れのない事
例収集を遂行する。 
 
(2)実地調査事例の選定（7月～8 月）  得
られた資料を分析し、実地調査対象作品を選
定し、調査許可の事前連絡や旅程の決定を行
う。調査対象事例については、すでに発表さ
れているモノグラフや先行研究に関する調

査を実施し、調査前にコンバージョンが実施
される前の既存建築についての考察を行っ
ておく。 
 
(3)実地調査 （9 月または 10 月） コンバ
ージョン建築の研究においては、コンバージ
ョンの内容を正確に把握するために、建築の
内外の写真撮影、既存建築の図面収集、関係
者へのヒアリング、さらに必要な場合には実
測調査等が不可欠である。これらの現地調査
を研究代表者、研究分担者が分担して効率的
に各作品の調査を実施する。 
 
(4)実施調査結果のまとめ・考察（10 月～3
月） 実地調査において収集した資料とヒア
リングで得た学術情報に基づいて、調査対象
事例に関して、各事例の概要のとりまとめ、
各地におけるコンバージョンの特徴の考察、
既存建築が有する建築造形、空間構成、造形
理念など建築の根本に関わる部分の考察と
コンバージョン・デザインの特性を分析する。
併せて、研究成果発表の準備を行う。 
 
調査対象国は、1 年目はイギリス、スペイ

ンを対象とし、2 年目は、デンマーク、スウ
ェーデン、スイス、オーストリア、中国・上
海、３年目は、ノルウェー、ベルギー、オラ
ンダ、ドイツ、最終年度は、香港、シンガポ
ール、マレーシアであり、それぞれの国・都
市において充実した現地調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
上記調査方法に基づいて、現地調査した全

事例は、約 400事例になる。イギリス、スペ
イン、デンマーク、スウェーデン、スイス、
オーストリアなどの西欧諸都市における新
たなコンバージョン事例の開拓を成し得た。
加えて、上海、香港、シンガポール、クアラ
ルンプールなどのアジアの諸都市において
は、それぞれの都市の歴史や発展状況を背景
とする、欧米と異なるコンバージョン事例の
実際を開拓ことができた点は大きな研究成
果であった。これらのコンバージョン事例を
下記の研究成果発表において、データベース
化しつつ、コンバージョンのデザイン手法の
分析を行った。                  

4 年間の研究成果発表は大変充実したもの
とすることができた。まず、成果全体を、小
林克弘，三田村哲哉，角野渉編著「建築転生 
世界のコンバージョン建築 Ⅱ」鹿島出版会，
2013年 3 月の出版にまとめた。また、この４
年間に、審査付論文 4編、建築学会大会口頭
発表 23編（6編は発表予定・投稿済み）の形
で研究成果を広く公表することができた。 
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